
総
杜
の
北
方
山
申
に
、

み
ご
と
な
断
崖

状
の
城
跡
を
み
せ
る
鬼
ノ
城
一
き
の
じ
ょ

う
）
、

そ

の

昔
、

温

羅

（
う

ら
）

が

二

も

っ
た
と
さ
れ
る
古
代
朝
鱒
式
山
城
で
、

標

高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
項
に
あ
る
石

積
の
城
壁
や
土
塁
の
永
さ
は
約
二
。
八
キ

ロ
、

城

の

繭

積

約

三

十

ヘ

ク

タ

ー

ル
、

全

圃
で
も
屈
指
の
山
城
と
い
わ
れ
る
規
模

で

あ

る
。

「
鬼

ノ

城

は
、

吉

備
高

原

の

南
縁

に

位

置

し
、

標

高

四

〇

〇

メ

ー
ト

ル

の
鬼

城

山

を

中

心

に

し

て
、

延

べ

二

・

八

キ

ロ

に

わ
た

る

城

塁

（
版
築

工

法

の
土

塁
と

列

石

か

ら

構

成
一

が

鉢

巻

上

に
め

ぐ

っ

て

い

る
。

城

塁

に

は
四

つ

の

城
門

と
五

っ

の

水

門

が

っ

く

ら

れ
、

城

肉

の

広
さ

は

約

三

十

ヘ

ク

タ

…

ル

に

お

よ

ぶ
。

な

か

に

は

複

数

の

倉

庫

と

み

ら

れ

る

礎

石
建
物
蹄
が
地

面
に

顔

を

出

し

て

い

る
口

城
門
の
発
掘
調
査
は

ほ

ぼ

終

了

し

た

が
、

西
門
と
南
門
が
大
き

く

立

派

に

つ

く

ら

れ

て

い

て
、

出

入

り

部
の

大

き

な

扇

平

な

花
商
岩
の
敷
石
は
み
る
入
を
屋
倒
す

る
ほ
ど
だ
」
（『
嗣
山
県
の
歴
史
』
五
千

九

ぺ

－

ジ
よ

り
）

酉
門
に
は
復
元
さ
れ
た
櫓
門
が
立
ち
、

さ

ら

に

南

門

跡

の

石

垣

に

立

つ

と
、

総

杜
、

岡

山

西

部

の

平

野
が

一

望

に

で

き
、

天
気

の
い
い
時
に
は
瀬
戸
内
海
か
ら
さ
ら
に

測

国

の
山

冷

ま

で

望

ま

れ

る
。

鬼
ノ
城
を
歩
く

山
麓
の
駐
車
場
ま
で

は
、

車

で
上

つ

て

行

け

る
。

駐

東

場

の

前

復１己され た 鬼ノ城 螂
ヨＥｌ

に

ビ

ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー

が

あ

っ

て
、

鬼

ノ

城
の
模
型
や
各
種
資
料
が
展
示
さ
れ
て

あ
る
。

売
店
に
は
報
告
書
が
数
多
く
置
か

れ

て

あ

る
。

ト

イ

レ

は

こ

こ

で

す

ま

せ

る
。

鬼
ノ
城
は
、

標
筒
幽
○
○

亙
酬
後
の
丘

陵
を
続
け
る
吉
備
高
原
の
最
晦
端
に
あ

っ
て
、

総
杜
か
ら
足
守
川
流
域
の
平
野
を

足
下
に
眺
め
ら
れ
る
。

朝
鮮
式
山
城
と
さ

れ
、

『
日

本

書

紀
』

に

よ

れ

ぱ
、

天

智

天

皇

幽

ｓ
六

年

（
六

六

五

ｓ

六

六

七
一

の

頃
、

唐
。
新
羅
連
合
軍
に
よ
る
朝
鮮
半
島
か
ら

の
進

攻

に

備
え

る

た

め

に
、

西

洲

本

各

地

に
要
塞
と
し
て
の
山
城
が
築
か
れ
た
と

δ８

鬼ノ城

儀
稔

つ

で

泌

蕎
蓼

蒐

×

城

慈

篭

棚

一

つ
養

さ

れ

る
。

鬼

ノ

城

の

城

壁

は
、

山

頂

部

の

八

合

目

か
ら
九
合
冒
に
か
け
て
鉢
巻
き
状
に
巡

っ

て

い

る
。

全

周
一

丁

八
キ

ロ
の

徒

歩

コ

ー

ス

だ
。

駐
車
場
の
脇
か
ら
遊
歩
道
が
続
い
て

い

る
。

急

坂

を

一

気

に

登

っ

て

行

く

遺

と
、

ゆ

つ

く

り

ジ

グ

ザ

グ

を

切

る

よ

う

に

登
ペットをつれた 確鐙蟹の 鬼ノ版 ・イキング

霧

灘

蟻
灘
、
盤
一

途

中

の

樹

木

に

は
、

オ

オ
バ

ヤ

シ

ヤ

グ

ン
、

リ

ョ

ウ

ブ
、

コ

ナ

ラ
、

ア

オ

ハ

ダ

な

ど

の

樹

名

が

記

さ

れ

た

板

が

下

が

っ

て

い

る
。

途
申
で
右
に
入
る
と
展
望
デ
ッ
キ
の
あ

る

学

習

広

場

な

ど

が

派

出

し

て

い

る
。

一

直

線

に

急

登

す

る

道

を

登

っ

た
。

登

り

詰

め

て

平

坦

に

な

っ

た

所

で
、

樹
木

が

切

れ

て
。

復

元
さ

れ

た

酉

閥

が

望

ま

れ

た
。みぎ差な塊ノ城¢）解楓新の石垣

ぞ
籾
秘
蟻
憾
ん
の
柏
ず
が
の
登
り
で
角

楼

の

下

に

出

て
、

城

壁

に

沿

う

よ

う

に

艀

門
に
登
り
着
く
。

少
し
離
れ
て
い
た
遊
歩

道

も

一

緒

に

な

っ

て

酉

門

に

た

ど

り

着

く
。酉

門
か
ら
鬼
城
山
の
山
稜
を
行
く
道

は
、

復

元

工

事

の

た

め

の

車

な

ど

が

入

つ

て

い

て

歩

き

に

く

い
。

鉢
巻
状
に
ま
わ
る
外
周
散
策
道
は
、
第

○

水

門
、

第

一

水

門
、

第

二

水

門

な

ど

を

経
て
南
門
へ
。
酉
門
か
ら
約
六
∫
七
〇
〇

メ

ー

ト

ル
。

南

門

か

ら

は
広

大

な

展
望

が

楽

し

め

る
。

さ
ら
に
第
三
水
門
、

第
卿
水
門
を
経
て

東

門
ま

で

は

約

二

〇

〇

メ

ー

ト

ル

ほ

ど
。

東
門
か
ら
第
五
水
門
を
み
る
と
屏
風
折

の
石
垣
で
、

み
ご
と
な
岩
塊
状
の
石
垣
を

眺

め

る
。

東
門

か

ら

約
五

〇

〇

メ

ー

ト

ル
。

こ

こ
か

ら

引

き

返

し

て

も

い

い

が
、

さ

ら

に
歩
道
を
た
ど
る
と
山
稜
を
半
周
す
る

感

じ

で

北

門

へ
。

約

七

〇

〇

メ

ー

ト

ル
。

北
門
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
角
楼

へ

も

ど

っ

て

こ

ら

れ

る
。

一

周

約
三

キ

ロ
、

展
望
を
楽
し
み
な
淋
ら
頃
っ
く
り
歩
い

で
一
蒔
閲
二
十
鎗
一

駐
車
場
目
ビ
ジ
タ
ー

竜
ン
タ
ー
か
ら
約
二
時
閥
の
一
周
コ
ー

ス

で

あ

る
。

鵬



鬼ノ城 遊域 勘 も復 死された 酎■掩 筆む

〈
圭

な

ポ

イ

ン

ト
Ｖ

駐
車
場
前
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が

あ

り
、

そ

の
前

の
遊

歩
道

を
た

ど

る
。

篤
楼

茜
門
へ
続
く
城
壁
の
大
き
な

屈
折
点
に
築
か
れ
、

城
壁
の
死
角
を
な
く

す

る

た

め

の

機

能

を

持

ち
、

酉

門
の

防

御

を
商
め
る
た
め
に
築
か
れ
た
と
考
え
ら

れ

る
。

顧

門

発

掘

デ

ー

タ

を

元
に
、

門

の

床

か

ら

棟

ま

で

高

さ

約

十
三

メ
ー

ト

ル
、

城

壁

の

基

礎

か

ら

十

五

メ

ー

ト

ル

あ

っ

て
、

内

部

は
三

階

建

て
、

堂

々

と

し

た

櫓

門

を

兇

せ

る
。

城
壁

版
築
工
法
を
用
い
て
築
か
れ

た

幅

七

メ

ー

ト

ル
、

高

さ

六

メ

ー

ト

ル
、

壁
蔵
の
復
元
に
は
、

古
代
の
版
築
工
法
を

参

考

に
し

て
い

る
。

版

築
工

法

と

は
、

城

壁

の

前

面

に

支

柱

を

等

間

隔

に
立

て

る
。

支
柱
の
閤
に
板
を
積
み
上
げ
て
固
定
し

て
型
枠
を
形
成
、

そ
の
内
部
に
土
を
入
れ

て

固

め

る
。

水
門

谷
部
に
六

ヵ
所
の
水
門
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

城
内
に
は
溜
井

（
水
く

み
場
）

が
あ
る
の
で
、

水
門
は
水
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
よ
り
排
水
の
機
能
と
考

え

ら

れ

る
。

鉢
巻
密
状
⑳
経
踏

す
り
鉢
を
伏
せ

た

よ

う

な

山

の

形

を

し

た

頂

上

を
、

一

周

径

路
が

鉢

巻

状

に

辿

っ

て

い

て
、

一

周

約

三
キ
ロ
。
茜
門
↓
南
門
↓
東
門
↓
屏
風
折

の
石
垣
↓
北
門
↓
角
楼
と
続
く
。

申
央
部

に
は
礎
石
建
物
群
跡
が
あ
っ
て
、

食
料
貯

蔵

庫
一

の

ろ

し

場

跡

な

ど

が

あ

る
。

繭
門

十
二
本
の
角
柱
で
構
成
さ
れ
丸

正
面
二
問

奥
行
二
間
の
城
門
で
、

申
央
の

一

部
が

石

葺

き
の

通

路
に

な
っ

て

い

る
。

簾
門

正
面
一
間
、

奥
行
二
間
の
六
本

の

丸

柱

で

構

成

さ

れ

て

い

る
。

壁

面

の

一

部

は

石

垣

に

な

っ

て

い

る
。

尾

根

筋

近

く

に

位

置

し

て

い

る
。

就
門

鬼
ノ
城
の
背
面

（
北
側
一

に
位

置

し
、

裏

門

に

匁

っ

て

い

る
。

間

ｎ

一

閤
、

奥
行
一
二
面
の
八
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

門

礎

は

角

柱

を

使

用

し

て

い

る

が
、

他
の
柱
は
す
べ
て
丸
柱
で
、

床
面
の
石
敷

申
央
に
は
、

石
組
み
の
排
水
溝
が
造
ら
れ

て

い

る
。

舳Ｗ

兜ノ城

弓

垣

貯

石

跡

折風展

菓門

第確水門

薪設遊
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